


カスタム不織布トートバッグ：イベント前に縫製・印刷・検品を完了
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Details
 
カスタム縫製不織布トートバッグは、ロゴを印刷したスパンボンド・ポリプロピレン製トートです。大量配布する展示会、小売、地域イベントのノベルティに最適です。生産前に、生地目付、
持ち手の縫製、インキのコントラスト、受入検査チェックリストを指定してください。ご注文の最小発注数量、単価、生産期間、耐荷重は、書面見積書と承認済み量産前サンプルによっての
み確定します。

カスタム不織布トートを誰が、何のために注文するのか？ ↑
カスタム縫製不織布トートの購入者の多くは、ファッションバッグを探しているわけではありません。マーケティング担当者、イベントプランナー、販促品販売業者、小売事業者、学校や非
営利団体のコーディネーターです。決まった期日前に、数百から数千枚のロゴ入りバッグを必要としています。バッグは、より大きな予算の中の一項目です。PPAIの 販売規模推計[1]によ
ると、米国の販促品販売業者の売上は$27.1十億ドルに達し、2025には1.3%増加しました。この数値では不織布トートは独立したカテゴリーとして集計されていません。

展示会は依然として中心的な用途です。 PW Consulting[2] の市場要約では、不織布ポリプロピレンは53.8%の展示会・コンベンション用バッグ売上のうち2025程度を
占め、北米が最大地域とされています。次いで、小売のレジ配布品、会員向けギフト、学校用キット、慈善活動、地域イベントが続きます。これらの注文では通常、2025色までのシルク
スクリーン印刷ロゴが用いられます。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-promo-reaches-new-height-but-hampered-by-external-volatility/


受け取った人が、そのバッグをもう一度使うかどうかを決めます。その再利用の判断によって、イベント後にロゴが獲得できる露出回数が決まります。単価では決まりません。

重要な当日に低予算トートが失敗する理由とは？ ↑
以下は、 LeeLine Bags[5] が引用したQA責任者の見解です。この責任者は、インクの密着不良の原因を、160°Cを下回る温度で稼働していた硬化オーブンに求めています。
インクが「ただ表面に載っているだけ」の状態になるためです。ある事例では、5,000個のバッチが、硬化トンネルの温度が約140°Cまで下がった後に不合格となりました。

色やコントラストの不具合は、箱を開けて初めて表面化します。OEM向けガイドを出している tiiocti[7] は、標準PPでのフレキソ印刷では色ずれが約±8–12%生じると報告し
ています。その程度のずれでも、濃紺が目に見えて黒寄りになってしまいます。

イベント購買担当者にとっては、 Avecobaggie[9] の言葉を借りれば、「納期を逃せば、その製品は使い物にならない」ということです。

これらのリスクは、積み込み場で発覚させるのではなく、仕様策定の段階で解消してください。次の発注手順に沿って進めてください：

生地目付と縫製を確定する。
実物サンプルでインキのコントラストを確認する。
数量、色、密着性について受入条項を明記する。
イベント日から逆算して日程を組む。

MOQ、価格、生産期間、積載量は、見積もりとサンプルによって確定するもので、想定で済ませるものではありません。
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イベントを乗り切るトートの仕様を決めませんか？

カスタム縫製不織布トートバッグとは？ ↑
カスタム不織布トートは、スパンボンド・ポリプロピレンシートを裁断して作る持ち運び用バッグです。フィラメントは織ったり編んだりせず、ウェブ状に結合されています。 Totally
Promotional[10] は、これらのバッグを、結合繊維で作られた綿やキャンバスの耐久的な代替品と説明しています。

FTCの 繊維規則（16 CFR CFR Part 303）[11]では、ポリプロピレン繊維の一般名はオレフィンです。オレフィンは、エチレン、プロピレン、または他のオレフィン単位を
重量比で少なくとも85%含むものと定義されます。トートバッグは通常、繊維表示の義務対象外です。それでも、印刷する繊維含有表示は一般名を使い、正確でなければなりません。

これもプラスチック製品です。 Kete Group原材料ガイド[12] は、「PP不織布バッグは生分解性ではない」と述べています。根拠のある主張は、再使用可能であり、施設がある地
域ではリサイクル可能というものです。生分解性とする表現には、このページ後半で扱う法令順守上のリスクがあります。

「縫製済み」が重要なのは、持ち手の付け根がこの種のバッグで最初に壊れやすい箇所だからです。 West Papier[13] は、バッグの最も弱い箇所であるため、持ち手と縁を二重縫
製しています。熱圧着または接着剤のみの構造は低コストですが、余裕が小さくなります。

素材上の制約は、デザインにも次の点の影響を与えます。

ポリプロピレンは 昇華転写印刷には適していません[14].
インキは浸透しません。 4OVER4[15] は、この結合シートではインキが「浸透せず表面に乗る」と説明しています。そのため、同じデータを綿に印刷する場合よりも色は鮮
やかで平坦に出て、素材は熱に弱い特性があります。

取扱説明はこの熱への弱さに基づきます。80Gの食料品用トートの商品説明には、 「部分洗いして自然乾燥してください。アイロンはかけないでください。」[16]

生地、印刷、構造をどう指定するか？ ↑
まず生地目付から決めます。目付はコスト、手触り、バッグが現実的に担える用途を左右します。以下の帯域はサプライヤーガイドを要約したものであり、単一の実験室比較の結果ではあり
ません。

GSM帯域 サプライヤーガイドでの一般的な位置付け 注意点
40–60 g/m² 軽量の単発配布用。Keteは約3–5 kgとしています。 メーカーの経験値であり、定格荷重ではない
80 g/m² 米国の販促・展示会トートの標準 記載される荷重は、サプライヤーや縫い目の方法で大きく異なる
100–120 g/m² 自立する重めの小売トート。縫製100 GSMは20–30 lbとされています。 情報源ごとに単位と構造が異なるため、統合しないこと

これらの数値は、定格ではなくカタログ上の主張として読んでください。 ReuseThisBag[17] は、「GSMは重量定格ではなく、耐久性と寿命の指標として扱う」と助言してい
ます。また、同じ80 GSMの生地でも、溶着と縫製では性能が異なるとしています。LeeLineの品質保証指針は、80GSMの最低値を「義務付ける」ことです。60 GSM
で数セントを節約すると、現場不良のリスクが高まるためです。

バッグの耐荷重は、完成寸法、積載方法、承認済みサンプルでの試験に左右されます。GSMを検証可能にするには、例えば90±5 g/m²のように、試験方法と許容差を発注書に記載
してください。 ISO 9073-1:2023[18] は、不織布の単位面積当たり質量の試験方法です。Keteは、少なくとも50,000 mm²の試験片と±0.1%のはかり精度を
報告しています。

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303


ロゴのサイズはバッグ全面ではなく、印刷可能領域に合わせてください。サプライヤーの印刷領域は、縫い目やマチを避けるためパネルの内側に設定されています。

可読性はコントラストに左右されます。紺、黒、深緑の生地では、不透明インキを指定し、白または淡色は画面モックアップではなく実物スウォッチで承認してください。綿ではきれいに見
える細線や小さい文字も、ポリプロピレンではつぶれることがあるため、実素材に完成サイズで試してください。

見当許容差は、当然のものとせず文書化すべきです。 PrintGlobe[19] は、およそ0.015625–0.0625 inの見当ずれを業界で許容される慣行としています。デザインで
色同士を厳密に合わせる必要がある場合は、1 mm以下など、より厳しい上限を指定してください。密着性については、 Tiger Textile[20] は、PPを表面張力38
dynes/cm超までコロナ処理することを推奨しています。これは国家規格ではなく、工場の経験則です。

次に決めるのは表面仕上げです。 NoWoBag[21]によると、各仕上げには適した印刷方法があります。



プレーン・スパンボンドはシルクスクリーン印刷に適しています。
PPラミネートは耐水性を加え、フレキソ印刷またはシルクスクリーン印刷に対応します。
光沢BOPPフィルムは写真用グラビア印刷に使われます。

ラミネート加工のバッグは、手触りも硬くなりがちで、剥離のリスクもあります。

持ち手は、同素材の縫製持ち手とウェビングから選びます。各持ち手の付け根でボックス縫いまたはX縫いを指定し、マチまたは取り外し可能な底板が見積価格に含まれるかを明記してくだ
さい。

校正刷りを依頼する前に、デザインの入稿前確認を行ってください。次を確認します。

すべての文字をアウトライン化したベクターファイル（AI、EPS、SVG）を提出する。
各特色をPantone参照番号で指定する。
印刷位置ごとにファイルを用意する。
色数が見積と一致することを確認する。スクリーンを枚追加するごとに版代が加算されるためです。
グラデーションは早めに申告してください。標準シルクスクリーン印刷ではなく、熱転写またはラミネートのフルカラー印刷が必要になり、最小発注数量と価格の両方が変わりま
す。

サンプリング、生産、検品は期日をどう守るか？ ↑
まず、どの調達ルートを取るかを決めます。 Omaska[23] は、「サプライヤーが『最低数量なし』と言うなら、ほぼ間違いなく在庫品への加飾業者です」と警告しています。加飾業者
は無地バッグに印刷しますが、本体仕様は変更できません。

実務上の目安として、イベントまで500週間未満、デザインが簡単で、1,000枚未満なら国内加飾業者が向いています。カスタム寸法、異なるGSM、構造変更、または同一スタイル
で1,000枚超ならOEM生産が向いています。

OEMルートでは、 Szoneier[24] は、サンプル作成を5–7日、量産を25–30日としています。サンプル確認では、完成寸法、持ち手の長さと位置、縫い目密度、補強、ロゴ
位置を確認してください。

JUNYUAN[25] は、注文確定から納品まで35–50日、そのうち海上輸送が20–35日と見積もっています。イベントの8–10週間前に開始するよう勧めています。速達便や航
空便は速いものの、コストが大幅に上がります。これらの期間にはデザイン修正が含まれないため、寸法またはGSMを変更する場合は少なくとも1回の再サンプル分の余裕を加えてくださ



い。

証明書は検品の代わりになりません。NoWoBagは、ISO 9001:2015が「文書化された品質管理プロセスを示す」としています。しかし、それはあなたのロットが合格する
ことを示すものではありません。以下の検査を発注書に記載し、マーケティング上の約束ではなく執行可能な条件にしてください。

確認項目 検証方法 記載する条項
生地目付 ISO 9073-1に従って裁断試験片を計量 許容差を明記した合意GSM
印刷密着性 折り目付近を含む硬化済み印刷の摩擦試験 剥離、ゴースト、衣類への転写がないこと
色 同じ照明下で署名済み実物サンプルと比較 ブランドカラーと濃色は承認サンプルに固定
見当 色同士のずれを測定 指定した上限。例：1 mm
持ち手の縫い目 サンプルに対し、想定荷重の1.5倍で静的吊り下げ試験 付け根はボックス縫いまたはX縫い。接着剤のみの持ち手は不可
数量と損傷 48時間以内に箱数を数え、重量測定し、撮影 不足許容差は例として2%以下。損傷の定義も明記
湿気 到着時に湿り、臭い、カビを検査 海上輸送用の防湿バリアと湿度インジケーターカード
上記のしきい値は業界標準ではなく、推奨される出発点です。サプライヤーと合意し、校正刷り承認に添付してください。不良種類ごとに請求期間を定義します。縫い目の開き、インキ脱落、
カビなどの隠れた不良は、48日間の「到着時検査」条項で除外すべきではありません。



梱包にも同じように注意を払う必要があります。海上輸送用のカートンには防湿対策が必要で、到着時の検品も欠かせません。生産開始前に、分納先の住所と最終納期を書面で確認してくだ
さい。

追加注文に備えて、署名済みのサンプル、Pantoneの参照値、スクリーン製版記録を保管しておいてください。

予算に合うトートの選択肢と調達ルートは？ ↑
下表は、素材の耐久性と用途を比較したものです。実際の見積もりは、サイズ、色数、運賃によって変わります。

オプション 耐久性の目安 最適な用途



80 GSM PP、1色のスクリーン印刷 低い；短期使用 展示会、1日限りのイベント
ラミネート加工PP不織布 耐水性は向上；剥離のリスクあり 屋外イベント、食料品店の販促
rPET不織布 サプライヤー評価では、通常のPPより上位 再生材含有率を表示するブランド
10 ozキャンバス 高い 小売商品、長期使用のギフト

Pamusan[28] は、不織布PPの耐久性を「Low」と評価し、最適な用途は「大量配布の販促品、短期使用」としています。何年も繰り返し使う必要がある場合は、不織布
のGSMを上げるのではなく、キャンバスに切り替えてください。

リサイクル、カリフォルニア、輸入について何を主張できるか？ ↑
環境に関する表現は規制対象です。 16 CFR 260.12[30]のFTCグリーンガイドでは、無条件の「リサイクル可能」表示には、販売地域の消費者またはコミュニティの少なくと
も60%が利用できるリサイクル施設が必要です。リサイクルを妨げるコーティング、ラミネート、混合部品がある場合、無条件の表示は誤認を招きます。より安全な表現は「再使用可能な
ポリプロピレン（#5）。地域の回収拠点を確認してください」です。KeteによるPP不織布は生分解性ではないという説明と合わせると、「100%生分解性」という文言は使えま
せん。

カリフォルニア州の規則は変更されました。 CalRecycle[31] によると、2026年1月1日から、対象店舗は最低$0.10の料金で再生紙製持ち帰り袋のみを提供できます。買
い物客は引き続き自分の合成繊維または綿製トートを持参できます。販促用不織布トートは、レジ対応製品ではなく、配布品または持参用バッグとして位置付けてください。

化学物質曝露のリスクは通常、スパンボンド生地自体ではなく、インキ、転写フィルム、付属部材から生じます。 2021年Proposition 65通知[32] では、トート販売業者の透
明PVC食料品用トートに含まれるDEHPが対象となりました。同社は民事制裁金$500と、総額$17,000 inの支払いで和解しました。カリフォルニア向け注文では、サプラ
イヤーの自己申告適合性に頼らず、ロット試験報告書を求めてください。

輸入については、CBP裁定 NY N126028[33] （2010）で、不織布PPショッピングトートはHTSUS HTSUS 4202.92.3031に分類され、一般関税率
は17.6%とされました。輸入申告日に、現行税率、一時的な救済措置、追加関税を通関業者に確認してください。

購入者にとっての重要ポイントは？ ↑
不織布トートは大きな販促市場に含まれますが、個別には追跡されていません。 — 米国販売業者売上$27.1十億ドル、2025年（出典)
イベント用トートでは80 GSMを最低ラインとしてください。 — 最低80 GSM。硬化温度が160°C未満になるとインキ不良のおそれ（出典)
海外注文はイベント日から逆算して計画してください。 — 納品まで35–50日。8–10週間前に開始（出典)
無条件の「リサイクル可能」表示には、幅広い施設利用可能性が必要です。 — 消費者またはコミュニティの60%が基準（出典)
カリフォルニア州のレジ袋は、再使用可能トートに依存しなくなりました。 — 2026年1月1日から、再生紙袋のみ、最低$0.10（出典)

イベントを乗り切るトートの仕様を決めませんか？ ↑
カスタム縫製不織布トートの役目は、ロゴが読みやすく保たれ、持ち手がイベント中に耐え、開場前に全数量が届くことです。その結果は、GSM、縫製、インキコントラスト、受入条件を
注文書に記載し、実物サンプルで証明することで得られます。最安単価を追うことでは得られません。

最小発注数量、単価、生産期間、耐荷重は、見積とサンプル試験待ちであり、量産前に書面で確定します。 書面見積と量産前サンプルを依頼するには、ベクターロゴ、イベント日、目標数量、
予定内容物をお送りください。
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[15]4OVER4：ポリプロピレン上のインキ挙動と熱感受性。2026年8月。 ↩

[16]ポリプロピレン食料品用トートの商品説明：80Gトートの取扱説明。 ↩

[17]ReuseThisBag：GSMは耐久性の指標であり、耐荷重定格ではない。2026年8月。 ↩

[18]ISO 9073-1:2023：不織布の単位面積当たり質量試験方法。 ↩

[19]PrintGlobe：不織布トートのスクリーン印刷見当許容差に関する注記。 ↩

[20]Tiger Textile：PP印刷用の38 dynes/cm超コロナ処理。 ↩

[21]NoWoBag：ラミネートの選択肢とISO 9001の適用範囲。2026年7月。 ↩

[23]Omaska：在庫品加飾とOEM生産の比較。2026年8月。 ↩

[24]Szoneier：サンプル5–7日、量産25–30日。 ↩

[25]JUNYUAN：注文から納品までの期間とリードタイム計画。2026年8月。 ↩

[28]Pamusan：素材の耐久性評価とMOQ範囲（2026年四月） ↩

[30]16 CFR 260.12：リサイクル可能表示に関するFTCグリーンガイド規則。 ↩

[31]CalRecycle：SB 1053年1月からのSB 2026店舗用バッグ要件。 ↩

[32]California DOJ：Prop 65 DEHPのDEHP通知と和解、2021。 ↩

[33]CBP NY N126028：不織布PPトートのHTS分類。 ↩
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